
N
gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け
の
調
査

― 

書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て 

―

齊
　
藤
　
鉄
　
也

【
要
旨
】

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
本
文
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作

成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
や
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
、
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
と
い
っ
た
源
氏
物
語
の
各
巻

ご
と
に
写
本
本
文
を
分
類
し
た
。
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
は
日
大
本
と
本
文
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
写
本
が
計
十
七
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
大
永
五

（1525

）
年
に
書
写
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
四
写
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
程
度
に
本
文
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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一　

は
じ
め
に

　

本
研
究
の
目
的
は
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
送
り
仮
名
、
仮
名
遣
い
、
音
便

と
い
っ
た
表
記
の
相
違
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
計
量
的
な
処
理
の
み

で
写
本
を
分
類
す
る
こ
と
と
、そ
の
結
果
を
文
学
や
文
献
学
の
研
究
成
果
と
比
較
し
、

本
方
法
の
有
効
性
と
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
本

稿
で
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』（

１
）

の
本
文
を
中
心
に
、
統
計
学
の
手

法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
、
相
対
的
な
位
置
付
け
を
試
み
た
調

査
結
果
を
報
告
す
る
。

　

本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の

頻
度
に
基
づ
き
、
源
氏
物
語
の
各
巻
ご
と
に
写
本
本
文
を
分
類
し
た
。
調
査
対
象
と

し
た
写
本
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
五
十
一
帖
（
以
下
、
紅
梅
本
と
す

る
）、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
五
十
三
帖
（
以
下
、
日
大
本
）、
書
陵
部
蔵
三
条
西

家
本
五
十
四
帖
（
以
下
、
書
陵
部
本
）、
室
町
時
代
補
写
の
保
坂
本
十
七
帖
、
大
正

大
学
本
五
十
四
帖
（
以
下
、
大
正
大
本
）、
池
田
本
五
十
二
帖
、
大
島
本
五
十
三
帖
、

熊
本
大
学
教
育
学
部
本
の
一
部
で
あ
る
二
十
五
帖
（
以
下
、
熊
大
本
）
の
源
氏
物
語

を
中
心
と
し
た
計
三
百
五
十
九
写
本
で
あ
る
。

　

表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
紅
梅
本
は
日
大
本
と
本
文
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ

る
写
本
が
計
十
七
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
大
永
五
（1525

）
年
に
書
写
さ
れ
た
か
と

考
え
ら
れ
る
四
写
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
程
度
に
本
文
が
類
似
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
手
法
を
用
い
て
、
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比

較
し
、
紅
梅
本
の
本
文
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
計
量
文
献
学
は
、
本
文
が
持

つ
何
ら
か
の
特
徴
や
関
係
を
数
値
を
用
い
て
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
統
計
学
の
手
法

を
適
用
す
る
文
献
学
の
一
領
域
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
写
本
本

文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
文
字
列
の
頻
度
に
基
づ
き
、
紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
奥

書
に
記
さ
れ
て
い
る
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
日
大
本
と
い
っ
た
室
町
時
代
に
書
写

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
複
数
の
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
た
本
文
と
比
較
し
て
、

紅
梅
本
の
本
文
の
相
対
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

同
様
の
手
法
を
用
い
た
本
文
分
類
の
例
と
し
て
は
稿
者
に
よ
る

（
２
）

が
あ
る
。
そ

の
調
査
で
は
、源
氏
物
語
の
六
帖「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」

の
全
文
と
、「
柏
木
」の
一
部
を
調
査
対
象
の
写
本
と
し
て
選
択
し
た
。
各
帖
ご
と
に
、

本
文
か
ら
五
文
字
の
文
字
列
（5gram

）
を
生
成
し
、
そ
の
頻
度
デ
ー
タ
を
用
い
て

統
計
分
析
を
行
い
、
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
定
家
（
青

表
紙
）
本
系
統
、
河
内
本
系
統
、
別
本
群
と
い
っ
た
二
系
統
一
群
に
近
い
分
類
結
果

が
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
、
書
写
年
代
と
い
っ
た
書
誌
情
報
に
関
連
し
た

分
類
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
前
稿

（
３
）（
４
）

で
は
、
分
類
結
果
を
考
察
し
易
い
よ
う
に
、
調
査
対
象

写
本
を
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
と
し
、書
写
年
代
が
近
く
、三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
写
本
を
中
心
と
し
て
選
択
し
て
、
本
文
を
分
類
し
た
。
本
稿

に
お
い
て
も
前
稿
と
同
様
の
調
査
方
法
を
用
い
て
い
る
が
、
写
本
の
分
類
尺
度
を
変

更
し
た
こ
と
と
、
熊
大
本
を
調
査
対
象
写
本
と
し
て
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
再
調
査

す
る
こ
と
と
し
た
。
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三　

調
査
対
象
と
し
た
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

紅
梅
本
の
比
較
対
象
に
用
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
は
、
日
大
本
、
書
陵
部
本
、
大

正
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
、
室
町
期
補
写
の
保
坂
本
の
全
帖
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

加
え
て
、
奥
書
よ
り
、
紅
梅
本
の
転
写
本
か
と
考
え
ら
れ
る
熊
大
本
の
一
部
の
写
本

を
比
較
対
象
と
し
た
。

　

分
析
に
用
い
た
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
対
象

に
、
仮
名
と
漢
字
、
改
行
位
置
を
同
一
と
し
て
い
る
。
一
音
で
読
む
漢
字
は
全
て
仮

名
と
見
做
し
て
仮
名
と
漢
字
を
区
別
し
て
い
る
。
漢
字
の
異
体
字
は
通
行
化
し
て
い

る
。
ミ
セ
ケ
チ
さ
れ
た
文
字
に
つ
い
て
は
、
傍
記
は
採
字
せ
ず
、
本
行
本
文
に
書
写

さ
れ
た
文
字
を
採
字
し
た
。

　

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ
を
本
稿
末
の
表
一
に
ま
と
め
た
。
表
一
で
は
、
写

本
名
と
仮
名
と
漢
字
の
文
字
数
、
文
字
数
に
占
め
る
漢
字
の
割
合
を
漢
字
率
と
し
て

ま
と
め
て
い
る
。
本
文
デ
ー
タ
の
調
査
範
囲
は
お
お
よ
そ
五
千
文
字
程
度
を
対
象
と

し
た
。
五
千
字
に
満
た
な
い
本
文
を
持
つ
帖
は
全
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

四　

調
査
方
法

　

本
調
査
で
用
い
た
写
本
の
本
文
デ
ー
タ
の
生
成
方
法
と
分
類
方
法
を
述
べ
る
。
生

成
方
法
で
は
、
調
査
対
象
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
本
行
本
文
の
漢
字
と
仮
名
の

使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
を
反
映
し
た
本
文
デ
ー
タ
を
生
成
し
、
そ
れ
に
対
し

て
、
写
本
の
先
頭
文
字
か
ら
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
、
一
定
文
字
数
（N

文
字
）

の
本
文
の
断
片
（N

gram

）
を
生
成
す
る
。
分
類
方
法
で
は
、
同
一
の
文
字
列
を

集
計
し
た
頻
度
を
用
い
て
計
算
し
た
写
本
間
距
離
に
よ
っ
て
、
表
記
の
似
た
本
文
の

分
類
を
、
統
計
的
方
法
を
用
い
て
行
う
。
統
計
的
分
類
方
法
に
関
す
る
詳
細
は
注
に

ま
と
め
た
。

　

本
方
法
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
、
音
便
と
い
っ

た
同
義
で
は
あ
る
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本
文
は
「
異
同
」
と
見
做
し
、
生
成
さ
れ

た
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
表
記
の
異
同
に
よ
っ
て

異
な
る
文
字
列
が
生
成
さ
れ
、
本
文
の
相
違
と
し
て
扱
わ
れ
統
計
処
理
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
の
写
本
の
う
ち
、「
本
文
が
類
似
し
て
い
る
」
と

指
摘
さ
れ
る
二
つ
の
写
本
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の
写
本
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本

文
の
場
合
、
写
本
間
の
距
離
は
遠
く
な
る
よ
う
に
計
算
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
調

査
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
写
本
間
距
離
が
近
い
場
合
は
、
本
文
に
加
え
て
、

表
記
ま
で
含
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
、
写
本
の
本
文
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ

と
、
例
え
ば
、「
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
」、
ま
た
は
、「
世
代
が
近
い
」
と
い
っ

た
写
本
関
係
が
存
在
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、

写
本
系
統
の
分
類
の
際
に
重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
が
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
と

い
っ
た
大
量
の
表
記
の
相
違
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、『
源
氏
物

語
大
成
』
を
用
い
た
分
類
結
果
と
は
一
致
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

五　

短
編
を
用
い
た
写
本
間
距
離
の
尺
度
の
設
計

　

前
稿

（
２
）

で
調
査
対
象
と
し
た
「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴

虫
」
の
全
文
と
「
柏
木
」
の
一
部
で
あ
る
約
五
千
文
字
の
本
文
を
調
査
対
象
に
、「
本

文
が
類
似
し
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
間
の
距
離
か
ら
写
本
間
距
離
を
測
る

尺
度
を
設
計
し
、そ
の
尺
度
に
基
づ
い
て
閾
値
と
な
る
距
離
を
決
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
を
設
計
す
る
た
め
に
採
用
し
た
写
本
と
し
て
、
本
文
が
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類
似
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
、
次
の
写
本
を
取
り
上
げ
た

（
３
）。

  
⑴	
親
本
と
臨
模
本
の
関
係
が
あ
る
尊
経
閣
本
と
明
融
臨
模
本
の
「
柏
木
」、

  

⑵	

字
詰
や
行
詰
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
が
同
一
と
の
指
摘
が
あ
る
日
大
本
と

中
院
文
庫
本
の
「
空
蝉
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」
の
全
文
、「
柏

木
」
の
一
部
、

  

⑶	

共
通
の
親
本
を
持
つ
と
の
指
摘
が
あ
る
池
田
本
と
明
融
臨
模
本
の
「
桐
壺
」「
花

宴
」、

  

⑷	

本
文
間
が
「
似
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
に
は
、
本
文
の
同
一
系
統
内

で
異
同
が
少
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
河
内
本
の
う
ち
、
尾
州
家
本
と
高
松
宮
家

本
の
「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
篝
火
」「
鈴
虫
」
の
全
文
、「
柏

木
」
の
一
部
、

を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
群
の
写
本
間
距
離
を
計
算
し
た
。
こ
れ
ら
の
写
本

の
本
文
デ
ー
タ
を
表
二
に
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
写
本
群
の
写
本
間
距
離
を
計
算
し
、箱
ひ
げ
図
と
し
て
図
一
に
表
す
。

箱
ひ
げ
図
は
、調
査
し
た
デ
ー
タ
の
25
％
か
ら
75
％
が
集
ま
る
範
囲
を
示
す「
箱
」と
、

最
小
値
か
ら
最
大
値
の
範
囲
を
示
す
「
ひ
げ
」
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
写
本
群
の
写

本
間
距
離
の
分
布
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
中
の
黒
点
は
、
調
査
し
た
写

本
組
の
写
本
間
距
離
の
値
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
図
を
用
い
て
、
簡
易
的
な
写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
を
設
計
す
る
。
本
調
査

で
は
、
尺
度
の
指
標
と
し
て
、
デ
ー
タ
が
集
ま
る
範
囲
の
中
で
、
箱
ひ
げ
図
の
「
箱
」

の
上
端
の
値
で
あ
る
分
布
の
75
％
を
示
す
値
を
選
択
し
た
。
そ
の
結
果
、
臨
模
の
関

係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は0.01

、
字
詰
や
行
詰
が
一
致
す
る
写
本
間
距
離
は0.04

、

共
通
の
親
本
を
持
つ
写
本
間
距
離
は0.07

、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
は

0.17

と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
の
指
標
は
、
今
回
の
調
査
で
暫
定
的
に
決

定
し
た
数
値
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
写
本
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

六　

各
帖
の
写
本
間
距
離
の
調
査
結
果
と
考
察

　

調
査
対
象
と
し
た
紅
梅
本
を
含
む
八
写
本
間
の
写
本
間
距
離
を
求
め
、
写
本
間
距

離
の
尺
度
を
用
い
て
、
本
文
が
類
似
す
る
写
本
を
探
索
す
る
。
こ
こ
で
は
各
帖
の
調

査
結
果
を
集
約
し
た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
考
察
を
述
べ
て
い
く
。

　

最
初
に
、
各
帖
ご
と
に
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
樹
形
図
と
し
て
表
し
た
。
こ

の
結
果
を
本
稿
末
に
図
二
と
し
て
示
し
た
。
次
に
、
図
二
の
結
果
を
、
写
本
間
関
係

ご
と
に
表
に
集
約
し
、
本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
写
本
間
関
係
を
、
表
三
と
し
て

ま
と
め
た
。
ま
た
、
紅
梅
本
と
本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
巻
を
、
推
定
書
写
年
代

を
含
め
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
室
町
時
代
の
写
本
と
比
較
し
、
表
四
と
し
て
ま
と
め

た
。
最
後
に
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
写
本
間
関
係
を
表
五
と
し
て
別
に
ま
と
め
た
。

六
．
一　

各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類

　

本
調
査
で
は
、
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
結
果
は
、
樹
形
図
と
し
て
可
視
化
さ

れ
る
。写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
樹
形
図
の
中
で
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。グ
ル
ー

プ
の
写
本
間
距
離
は
、
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
樹
形
図
の
高
さ
と
し
て
表
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
高
さ
を
、
写
本
間
距
離
の
尺
度
と
比
較
し
、
グ
ル
ー
プ
に

所
属
す
る
写
本
の
写
本
間
関
係
を
分
類
す
る
。
図
二
で
は
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る

尺
度
で
点
線
を
引
き
、
写
本
間
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　

図
二
か
ら
は
、
調
査
対
象
が
限
定
さ
れ
た
暫
定
的
な
尺
度
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る

が
、
本
調
査
結
果
か
ら
は
、
表
記
が
類
似
す
る
写
本
は
多
く
は
存
在
せ
ず
、
存
在
し
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た
と
し
て
も
、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
表
記
が
類
似
す
る
写
本
が
少
な
い
こ
と
か
ら
は
、
本
方
法
を
用
い
た
調

査
に
よ
り
、
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
群
を
探
索
し
、
詳
細
な
調
査
を
必
要
と
す
る

写
本
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
写
本
間
に
何
ら
か

の
関
係
や
そ
の
理
由
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
関
係
や
理
由

は
奥
書
と
い
っ
た
文
献
学
や
書
誌
学
の
根
拠
と
共
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
方

法
だ
け
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
調
査
す
べ
き
写
本
の
選
択
に
関

し
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
。
ま
た
、
比
較
対
象
と
な
る
写
本
が
増
加
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
連
の
分
類
手
続
き
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
統
計
処
理
と
し
て

「
自
動
化
」
さ
れ
て
い
る
た
め
、
調
査
対
象
写
本
を
拡
大
し
た
場
合
に
も
対
応
で
き
、

調
査
や
研
究
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
言
え
る
。

六
．
二　

各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
の
集
約

　

図
二
の
結
果
を
、
熊
大
本
を
除
く
、
全
帖
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
写
本
の
写
本

間
関
係
ご
と
に
表
三
に
集
約
し
た
。
表
三
で
は
、
尺
度
に
基
づ
い
た
写
本
間
関
係
ご

と
に
、グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
を
括
弧
で
表
し
て
い
る
。括
弧
が
入
れ
子
と
な
っ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
三
写
本
以
上
が
同
一
グ
ル
ー
プ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
る
。
紅
梅
本
と
日
大
本
、
熊
大
本
の
関
係
は
後
述
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以

外
の
写
本
関
係
を
述
べ
る
。

　

表
三
か
ら
は
、
大
島
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
本
の
三
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
こ
と
が
、他
の
写
本
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
大
島
本
、
書
陵
部
本
、
大
正
大
本
の
三
写
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
三
帖
、
大
島
本
と
書
陵
部
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
五
帖
、
大
島
本
と
大
正
大

本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
五
帖
、
書
陵
部
本
と
大
正
大
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す

る
十
二
帖
が
あ
る
。
特
に
、
書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
書
写
年
代
が
近
い
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
写
本
に
至
る
ま
で
の
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性

に
加
え
て
、
同
時
代
に
流
通
し
て
い
た
写
本
の
様
相
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
表
四
と
し
て
別
に
ま
と
め
て
い
る
。
表
四

で
は
、
紅
梅
本
の
比
較
対
象
と
し
て
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
を
縦
方
向
に
、

推
定
を
含
む
書
写
年
代
順
に
並
べ
、
紅
梅
本
と
比
較
し
た
。
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は

後
補
の
巻
は
巻
名
に
ア
ス
タ
リ
ス
ク
を
付
け
て
い
る
。
比
較
対
象
写
本
が
存
在
し
な

い
巻
に
は
斜
線
を
引
い
て
い
る
。
紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
、
前
述
の

尺
度
の
程
度
に
応
じ
て
記
号
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

　

最
初
に
日
大
本
以
外
の
写
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
紅
梅
本
は
、書
陵
部
本
と
二
帖
、

保
坂
本
と
二
帖
と
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
日
大
本
よ
り
書

写
年
代
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
紅
梅
本
の
本
文
の
位
置
付
け
を
考
察
す

る
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
紅
梅
本
と
日
大
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
計
十
七
帖
が

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
そ
の
う
ち
、「
桐
壺
」
か
ら
「
夕
顔
」
ま
で
は
共
通
の
親

本
を
持
つ
写
本
間
距
離
以
下
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
写
本
に
は
、
奥
書
よ
り
大
永

五
年
の
書
写
年
代
を
持
つ
写
本
を
含
む
。
こ
れ
は
、
紅
梅
本
の
本
文
が
日
大
本
の
多

く
が
書
写
さ
れ
た
享
禄
三
、四
年
よ
り
以
前
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
の
関
係
を
考
察

す
る
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
表
四
の
比
較
対
象
か
ら
外
れ
た
写
本
の
う
ち
、
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本

と
し
て
は
、
表
三
か
ら
、
池
田
本
と
日
大
本
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
「
若
紫
」「
末

摘
花
」「
明
石
」「
絵
合
」「
朝
顔
」「
総
角
」
の
六
帖
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
日
大
本

を
書
写
す
る
際
に
、
池
田
本
ま
た
は
そ
の
転
写
本
を
用
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
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六
．
三　

紅
梅
本
と
熊
大
本
の
各
帖
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
の
集
約

　

最
後
に
、
表
五
と
し
て
、
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
関
係
を
ま
と
め
た
。
紅
梅
本
と
熊

大
本
は
、
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
十
二
帖
を
含
み
、
調
査
し
た
全
二
十
五
帖
の

う
ち
、
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は
補
写
で
あ
る
三
帖
と
「
若
紫
」
を
除
い
た
二
十
一
帖

が
、
本
文
異
同
が
少
な
い
写
本
間
距
離
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
紅
梅
本
と
熊
大

本
の
本
文
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
未
調
査
の
写
本
の
確
認
も

必
要
で
は
あ
る
が
、
紅
梅
本
が
欠
帖
ま
た
は
補
写
で
あ
る
「
蓬
生
」「
若
菜
上
」「
総

角
」
の
本
文
は
、
熊
大
本
を
用
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

七　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、
表
記
に
着
目
し
た
写
本
間
距
離
の
調
査
を
行
っ
た
。
表
記
を
用
い
た

場
合
、
仮
名
と
漢
字
の
区
別
と
い
っ
た
点
ま
で
同
一
で
な
け
れ
ば
類
似
し
て
い
る
と

判
断
で
き
な
い
た
め
、調
査
対
象
写
本
と
し
て
、同
じ
定
家
（
青
表
紙
）
本
系
統
内
で
、

三
条
西
実
隆
に
関
連
し
た
写
本
を
選
択
し
、
そ
の
分
類
の
細
分
化
を
試
み
た
。
表
記

が
類
似
す
る
写
本
に
関
し
て
は
、
写
本
系
統
の
分
類
や
同
系
統
内
で
の
分
類
の
際
に

重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
に
基
づ
い
た
分
類
と
は
異
な
り
、
転
写
の
過
程
に
共
通
の
写

本
が
存
在
す
る
と
い
っ
た
、
転
写
の
過
程
を
共
有
す
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
そ

の
た
め
、
本
調
査
で
は
、
本
文
表
記
の
類
似
性
を
測
る
写
本
間
距
離
の
尺
度
を
設
計

し
、
距
離
に
基
づ
い
た
写
本
の
分
類
を
試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
「
本

文
が
類
似
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
定
性
的
な
記
述
を
さ
れ
て
き
た
写
本
間
関
係
に
対

し
て
、
定
量
的
な
写
本
間
距
離
に
基
づ
き
、「
臨
模
本
と
同
程
度
に
」「
字
詰
や
行
詰

が
一
致
す
る
程
度
に
」「
共
通
の
親
本
を
持
つ
程
度
に
」「
同
系
統
の
本
文
の
中
で
本

文
異
同
が
少
な
い
程
度
に
」
類
似
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
記
述
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
紅
梅
本
の
写
本
は
、
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
日
大

本
と
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
紅
梅
本
の
「
夢

浮
橋
」
の
奥
書
に
よ
り
、
実
隆
筆
の
親
本
を
少
な
く
と
も
二
度
転
写
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
紅
梅
本
で
は
あ
る
が
、
書
写
年
代
や
書
写
者
が
異
な
る
日
大
本
と
「
同

系
統
の
本
文
の
中
で
本
文
異
同
が
少
な
い
程
度
に
」
類
似
し
て
い
る
本
文
を
持
つ
写

本
が
存
在
す
る
。
こ
の
現
象
を
説
明
す
る
た
め
に
、
文
明
年
間
に
書
写
さ
れ
た
実
隆

筆
写
本

（
１
）

か
ら
の
派
生
し
た
写
本
と
し
て
紅
梅
本
と
日
大
本
を
位
置
付
け
る
仮
説

や
、
日
大
本
を
含
む
写
本
を
取
合
せ
た
親
本
を
転
写
し
た
写
本
と
し
て
紅
梅
本
を
位

置
付
け
る
仮
説
を
提
案
で
き
る
。
し
か
し
、
本
調
査
で
は
、
比
較
対
象
と
す
る
写
本

が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
仮
説
を
考
察
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
実
隆
が
書
写
し
た
と
さ
れ
る
写
本
を
含
む
吉
川
史
料
館
蔵
本
や
蓬
左
文

庫
蔵
本
と
い
っ
た
源
氏
物
語
写
本
を
調
査
対
象
と
し
、
同
様
の
方
法
を
用
い
た
調
査

を
試
み
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け
を
考
え
て
い
き
た
い
。
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注
　

本
文
の5gram

を
生
成
す
る
手
法
は
、
本
文
の
先
頭
文
字
か
ら
五
文
字
ず
つ
順
に
本

文
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
。
そ
の
た
め
、
一
文
字
ず
つ
ず
れ
た
五
文
字
の
本
文
の

断
片
が
以
下
、
調
査
対
象
範
囲
の
最
後
ま
で
順
に
生
成
さ
れ
る
。
文
字
列
の
長
さ
に
関
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し
て
は
暫
定
的
に
五
文
字
と
決
定
し
た
。
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
文
字
数
は

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
文
デ
ー
タ
か
ら
は
、
次
の
手
順
で
処
理
す
る
デ
ー
タ
を

生
成
す
る
。

（
１
）	

作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
の
最
初
の
文
字
よ
り
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
最
後
ま

で
長
さ
五
文
字
の
文
字
列
（5gram

）
を
生
成
す
る
。
こ
の
文
字
列
は
、
同
じ
帖

の
写
本
ご
と
に
機
械
的
に
生
成
さ
れ
る
。

（
２
）	

帖
単
位
で
写
本
に
出
現
す
る
同
一
の5gram

の
頻
度
を
集
計
し
、
こ
れ
を
本
文

の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
と
す
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
対
し
て
統
計
手
法
を
用
い
て
分

類
す
る
。

（
３
）	

集
計
し
た5gram

の
頻
度
に
基
づ
い
て
写
本
間
の
距
離
を
計
算
す
る
。
頻
度
の

差
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
異
な
る
種
類
の
文
字
列
が
多
い
ほ
ど
、
写
本
間
の
距
離

は
大
き
く
な
り
、
本
文
の
表
記
が
異
な
る
こ
と
を
示
す
。
本
調
査
で
は
、
異
な
る

巻
を
同
一
の
尺
度
で
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
に

は
、
情
報
検
索
の
分
野
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
コ
サ
イ
ン
（cosine

）
距
離

を
用
い
て
い
る
。
コ
サ
イ
ン
距
離
は
、
距
離
が
０
か
ら
１
の
間
で
表
さ
れ
る
。
写

本
間
距
離
が
０
の
場
合
は
、
そ
の
本
文
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

（
４
）	

こ
の
写
本
間
距
離
に
対
し
て
、
統
計
手
法
を
用
い
て
分
類
し
可
視
化
す
る
。
可
視

化
す
る
統
計
手
法
は
、「
教
師
情
報
」
と
呼
ば
れ
る
既
知
の
分
類
結
果
が
事
前
に

明
ら
か
で
な
い
デ
ー
タ
に
対
し
て
、
デ
ー
タ
の
特
徴
だ
け
に
基
づ
い
て
分
類
す
る

「
教
師
な
し
分
類
手
法
」
を
用
い
る
。
本
調
査
で
は
、
互
い
に
近
い
写
本
間
距
離

を
持
つ
写
本
を
可
視
化
す
る
た
め
に
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
る
。
階
層

的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本
間
関
係
が
木
構
造
と
し
て
表
さ
れ
、
互
い
に
写

本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
本
調
査
で
は
写
本
の
グ
ル
ー

プ
の
構
成
方
法
と
し
て
、
写
本
間
距
離
が
最
も
遠
い
距
離
を
群
間
距
離
と
し
て
採

用
す
る
、
最
遠
距
離
法
を
用
い
る
。

出
典

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に

書
名
の
な
い
写
本
は
源
氏
物
語
を
表
し
て
い
る
。

•	

紅
梅
本
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
） 

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ

り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

•	

書
陵
部
本
（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開

シ
ス
テ
ム

	
https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T

oshoryo/D
etail/100062926000

•	

大
正
大
学
本 

大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所 

源
氏
物
語
写
本
（2021/09/30

現
在
リ

ン
ク
切
れ
）https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

•	

日
大
本
（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
） 

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
十
一
巻

三
条
西
家
証
本 

八
木
書
店 1994,1995,1996

•	

池
田
本 

源
氏
物
語
池
田
本
一
〜
十 

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

天
理
図
書
館
附
属
天

理
図
書
館
編 

八
木
書
店 2016,2017,2018

•	

大
島
本 

大
島
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
十
巻 

角
川
書
店 1996

•	

保
坂
本 

保
坂
本
源
氏
物
語
第
一
巻
〜
第
四
巻 

お
う
ふ
う 1995,1996

•	

熊
大
本
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
旧
蔵
本
） 

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

	
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100137183/
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（
２
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齊
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也
「
仮
名
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語
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類
の
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」

人
文
科
学
と
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ピ
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ン
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論
文
集V

ol.2017 N
o.1 89-96

（D
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）

（
３
）	

齊
藤
鉄
也
「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
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文
庫
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蔵
本
『
源
氏
物
語
』
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付
け
⑴
」
実
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子
大
学
文
芸
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研
究
所
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号2020

年
３
月
）

（
４
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鉄
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gram
を
用
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た
表
記
か
ら
見
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梅
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庫
旧
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『
源
氏
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付
け
⑵
」
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大
学
文
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資
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研
究
所
年
報
第
40
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年
３
月
）

（
５
）	

齊
藤
鉄
也
「
表
記
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gram
を
用
い
た
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
源
氏
物
語
の

親
本
の
推
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―
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梅
文
庫
旧
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氏
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と
日
本
大
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条
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物
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と
の
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を
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学
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教
育
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研
究
年
報 2020
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年
３
月
）
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 紅梅本 書陵部本 ⼤正⼤本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 5688 537 8.6% 5828 477 7.6% 5695 520 8.4% 
02-箒⽊ 5814 373 6.0% 5876 356 5.7% 5764 413 6.7% 
03-空蝉 4582 262 5.4% 4601 243 5.0% 4566 269 5.6% 
04-⼣顔 5341 497 8.5% 5746 304 5.0% 5624 361 6.0% 
05-若紫 5456 414 7.1% 5414 452 7.7% 5297 511 8.8% 
06-末摘花 5564 404 6.8% 5615 385 6.4% 5623 393 6.5% 
07-紅葉賀 5835 578 9.0% 5617 667 10.6% 5683 642 10.2% 
08-花宴 5828 356 5.8% 4046 417 9.3% 4261 314 6.9% 
09-葵 5150 407 7.3% 5991 505 7.8% 5805 593 9.3% 
10-賢⽊ 5710 610 9.7% 5436 743 12.0% 5291 808 13.2% 
11-花散⾥ 1602 97 5.7% 1542 120 7.2% 1681 115 6.4% 
12-須磨 3414 288 7.8% 5527 465 7.8% 5072 671 11.7% 
13-明石 5939 375 5.9% 5531 564 9.3% 5473 577 9.5% 
14-澪標 5698 563 9.0% 5826 540 8.5% 5702 573 9.1% 
15-蓬⽣    5852 588 9.1% 5978 542 8.3% 
16-関屋 1964 120 5.8% 1943 137 6.6% 1967 127 6.1% 
17-絵合 5578 541 8.8% 5587 529 8.6% 5535 554 9.1% 
18-松風 5488 389 6.6% 5413 416 7.1% 5442 409 7.0% 
19-薄雲 5187 375 6.7% 5574 349 5.9% 5337 481 8.3% 
20-朝顔 5431 355 6.1% 5201 453 8.0% 5506 325 5.6% 
21-少⼥ 5582 556 9.1% 5589 581 9.4% 5605 566 9.2% 
22-玉鬘 5278 256 4.6% 5173 327 5.9% 4996 396 7.3% 
23-初⾳ 6077 364 5.7% 6241 290 4.4% 6113 339 5.3% 
24-胡蝶 5729 436 7.1% 5571 510 8.4% 5822 370 6.0% 
25-蛍 6394 270 4.1% 6172 376 5.7% 5792 498 7.9% 
26-常夏 6018 407 6.3% 5999 412 6.4% 5637 600 9.6% 
27-篝⽕ 1343 117 8.0% 1360 112 7.6% 1370 107 7.2% 
28-野分 6678 484 6.8% 6725 477 6.6% 6538 563 7.9% 
29-⾏幸 11517 817 6.6% 10961 1038 8.7% 11568 772 6.3% 
30-藤袴 5707 494 8.0% 5775 462 7.4% 5620 539 8.8% 
31-真⽊柱 6330 528 7.7% 6144 606 9.0% 6111 632 9.4% 
32-梅枝 5374 551 9.3% 5379 609 10.2% 5390 556 9.4% 
33-藤裏葉 5369 490 8.4% 5530 412 6.9% 5246 618 10.5% 
34-若菜上    5709 531 8.5% 5695 541 8.7% 
35-若菜下 5457 585 9.7% 5423 621 10.3% 5513 580 9.5% 
36-柏⽊ 5238 382 6.8% 5063 454 8.2% 3259 388 10.6% 
37-横笛 5424 443 7.6% 5498 413 7.0% 4767 706 12.9% 
38-鈴⾍ 5803 549 8.6% 5690 601 9.6% 5811 557 8.7% 
39-⼣霧 5551 412 6.9% 5485 445 7.5% 5382 514 8.7% 
40-御法 5846 425 6.8% 5677 508 8.2% 5674 509 8.2% 
41-幻 6569 392 5.6% 6423 460 6.7% 6359 514 7.5% 
42-匂兵部卿 5720 550 8.8% 5286 744 12.3% 5204 791 13.2% 
43-紅梅 5309 460 8.0% 5047 580 10.3% 5177 514 9.0% 
44-竹河 5488 536 8.9% 5394 593 9.9% 5018 543 9.8% 
45-橋姫 15678 1088 6.5% 5068 323 6.0% 5172 279 5.1% 
46-椎本 5375 545 9.2% 5439 525 8.8% 5472 500 8.4% 
47-総角    5330 463 8.0% 5634 328 5.5% 
48-早蕨 7338 583 7.4% 7070 717 9.2% 6619 922 12.2% 
49-宿⽊ 5570 528 8.7% 5672 523 8.4% 5720 475 7.7% 
50-東屋 5662 431 7.1% 5695 422 6.9% 5587 474 7.8% 
51-浮舟 5310 457 7.9% 5323 433 7.5% 5236 476 8.3% 
52-蜻蛉 5473 405 6.9% 5498 390 6.6% 5161 547 9.6% 
53-⼿習 5361 357 6.2% 5312 381 6.7% 5200 451 8.0% 
54-夢浮橋 5486 400 6.8% 5492 388 6.6% 5371 464 8.0% 
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 保坂本 ⽇⼤本 熊⼤本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 5857 469 7.4% 5670 540 8.7% 4534 429 8.6% 
02-箒⽊ 5565 515 8.5% 5804 376 6.1% 5857 343 5.5% 
03-空蝉 4464 322 6.7% 4582 257 5.3% 4556 272 5.6% 
04-⼣顔 5568 403 6.7% 5325 503 8.6%    
05-若紫 5370 468 8.0% 5480 420 7.1% 5412 446 7.6% 
06-末摘花 5546 422 7.1% 5585 388 6.5%    
07-紅葉賀 5762 605 9.5% 5777 586 9.2%    
08-花宴 4272 314 6.8% 4319 304 6.6% 4125 376 8.4% 
09-葵 5790 590 9.2% 6148 422 6.4%    
10-賢⽊ 5563 682 10.9% 6282 332 5.0%    
11-花散⾥ 1585 114 6.7% 1591 97 5.7% 1594 100 5.9% 
12-須磨 5485 466 7.8% 5492 452 7.6%    
13-明石 5738 470 7.6% 5938 359 5.7%    
14-澪標 5661 578 9.3% 6333 289 4.4%    
15-蓬⽣ 6012 518 7.9% 6240 366 5.5% 6070 483 7.4% 
16-関屋 1917 136 6.6% 1989 110 5.2% 1970 117 5.6% 
17-絵合 5449 606 10.0% 5756 444 7.2%    
18-松風    5600 320 5.4%    
19-薄雲    5740 286 4.7%    
20-朝顔    5353 360 6.3%    
21-少⼥    5988 373 5.9%    
22-玉鬘    18053 678 3.6%    
23-初⾳    6145 306 4.7% 5997 401 6.3% 
24-胡蝶    5878 371 5.9%    
25-蛍    6423 235 3.5% 6270 329 5.0% 
26-常夏    5981 407 6.4%    
27-篝⽕    1356 105 7.2% 1331 125 8.6% 
28-野分    6682 458 6.4%    
29-⾏幸    11923 594 4.7% 11317 918 7.5% 
30-藤袴    5726 459 7.4% 5684 500 8.1% 
31-真⽊柱    6658 360 5.1%    
32-梅枝    5570 453 7.5%    
33-藤裏葉    5355 469 8.1%    
34-若菜上    5847 462 7.3% 5701 547 8.8% 
35-若菜下    5585 510 8.4% 5424 599 9.9% 
36-柏⽊    5323 347 6.1% 5195 398 7.1% 
37-横笛    5630 349 5.8% 5358 473 8.1% 
38-鈴⾍    6054 418 6.5% 5748 577 9.1% 
39-⼣霧          
40-御法    6239 237 3.7%    
41-幻    6945 210 2.9%    
42-匂兵部卿    5810 498 7.9% 5679 576 9.2% 
43-紅梅    5560 343 5.8% 5280 476 8.3% 
44-竹河    5659 434 7.1%    
45-橋姫    5292 209 3.8% 4982 356 6.7% 
46-椎本    5472 502 8.4%    
47-総角    5621 324 5.4% 5399 430 7.4% 
48-早蕨    7712 404 5.0% 7263 621 7.9% 
49-宿⽊    5858 403 6.4%    
50-東屋    5849 345 5.6%    
51-浮舟    29369 1804 5.8% 5282 471 8.2% 
52-蜻蛉    5693 317 5.3%    
53-⼿習    5534 260 4.5%    
54-夢浮橋    5593 331 5.6% 5456 417 7.1% 
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 池⽥本 ⼤島本 
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 

01-桐壺 9955 1025 9.3% 5547 635 10.3% 
02-箒⽊ 5895 326 5.2% 5883 334 5.4% 
03-空蝉 4591 251 5.2% 4677 217 4.4% 
04-⼣顔 5723 313 5.2% 5677 339 5.6% 
05-若紫 5502 420 7.1% 5469 421 7.1% 
06-末摘花 5554 388 6.5% 5610 401 6.7% 
07-紅葉賀 5709 594 9.4% 5750 596 9.4% 
08-花宴 4172 356 7.9% 4178 369 8.1% 
09-葵 6104 436 6.7% 5935 522 8.1% 
10-賢⽊ 5287 526 9.0% 5679 614 9.8% 
11-花散⾥    1568 110 6.6% 
12-須磨 5504 468 7.8% 5462 450 7.6% 
13-明石 5875 395 6.3% 5465 583 9.6% 
14-澪標 5722 558 8.9% 5803 542 8.5% 
15-蓬⽣ 6157 396 6.0% 6244 414 6.2% 
16-関屋 1989 96 4.6% 1956 133 6.4% 
17-絵合 5763 419 6.8% 5579 535 8.8% 
18-松風 5453 368 6.3% 5522 375 6.4% 
19-薄雲 5477 397 6.8% 5438 437 7.4% 
20-朝顔 5324 370 6.5% 5508 324 5.6% 
21-少⼥ 5534 560 9.2% 5615 527 8.6% 
22-玉鬘 5469 166 2.9% 16546 1397 7.8% 
23-初⾳ 5976 382 6.0% 5506 646 10.5% 
24-胡蝶 5808 403 6.5% 6570 400 5.7% 
25-蛍 6045 384 6.0% 6128 388 6.0% 
26-常夏 6063 348 5.4% 6694 410 5.8% 
27-篝⽕ 1289 114 8.1% 1360 109 7.4% 
28-野分 6729 415 5.8% 6736 470 6.5% 
29-⾏幸 10906 1039 8.7% 11542 788 6.4% 
30-藤袴 5846 424 6.8% 5656 520 8.4% 
31-真⽊柱 6410 471 6.8% 8867 842 8.7% 
32-梅枝 5335 563 9.5% 5433 530 8.9% 
33-藤裏葉 5701 333 5.5% 5416 489 8.3% 
34-若菜上 5802 468 7.5% 5592 584 9.5% 
35-若菜下 5498 553 9.1% 5606 541 8.8% 
36-柏⽊    5262 349 6.2% 
37-横笛 5834 249 4.1% 5429 445 7.6% 
38-鈴⾍ 5902 485 7.6% 5702 590 9.4% 
39-⼣霧 5572 363 6.1% 5541 423 7.1% 
40-御法 6042 332 5.2% 5663 507 8.2% 
41-幻 6519 398 5.8% 6311 524 7.7% 
42-匂兵部卿 5635 564 9.1% 5181 827 13.8% 
43-紅梅 5190 484 8.5% 5005 587 10.5% 
44-竹河 5614 436 7.2% 5470 553 9.2% 
45-橋姫 15540 1086 6.5% 15629 1125 6.7% 
46-椎本 5577 425 7.1% 5310 574 9.8% 
47-総角 5697 286 4.8% 5489 396 6.7% 
48-早蕨 7320 550 7.0% 7353 589 7.4% 
49-宿⽊ 5613 428 7.1% 5583 549 9.0% 
50-東屋 5598 401 6.7% 5504 495 8.3% 
51-浮舟 5600 295 5.0%    
52-蜻蛉 5485 370 6.3% 5465 402 6.9% 
53-⼿習 5536 334 5.7% 5198 426 7.6% 
54-夢浮橋 5506 356 6.1% 5515 393 6.7% 
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写本間関係 巻 写本群 
臨模   
字詰⾏詰が⼀致 01 (紅梅本,⽇⼤本) 
共通の親本を持つ 02 

03 
04 
08 

(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(保坂本,⼤正⼤本) 

本⽂異同が少ない 01 
02 
05 
06 
07 
10 
13 
14 
16 
17 
18 
20 
21 
24 
26 
27 
28 
29 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
39 
40 
42 
44 
45 
46 
47 
50 
51 
52 
53 

(書陵部本,保坂本) 
((紅梅本,⽇⼤本),書陵部本) 
(池⽥本,⽇⼤本) 
((池⽥本,⽇⼤本),書陵部本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(((⼤正⼤本,⽇⼤本),書陵部本),(紅梅本,保坂本)) 
(紅梅本,保坂本) 
(池⽥本,⽇⼤本) 
(紅梅本,保坂本) (書陵部本,⼤正⼤本) 
(⼤島本,⼤正⼤本) 
(池⽥本,⽇⼤本) ((⼤島本,⼤正⼤本),書陵部本) 
(紅梅本,⼤島本) (書陵部本,⼤正⼤本) 
(池⽥本,⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) (⼤島本,書陵部本) 
((紅梅本,書陵部本),⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) (⼤島本,書陵部本) 
(⼤島本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本)  
(⼤島本,書陵部本) 
(紅梅本,⽇⼤本) ((書陵部本,⼤正⼤本),⼤島本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(⼤島本,書陵部本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
((⼤島本,書陵部本),⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) (紅梅本,⽇⼤本） 
(池⽥本,⽇⼤本) (⼤島本,⼤正⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(紅梅本,⽇⼤本) 
(⼤島本,書陵部本) 
(書陵部本,⼤正⼤本) 
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表
四 

紅
梅
本
と
書
写
年
代
が
指
摘
さ
れ
る
写
本
の
写
本
間
関
係
表 

                      

                       

写本名 ⼤正⼤本 書陵部本 保坂本 ⽇⼤本 
推定年代 1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 

01-桐壺    ◎ 
02-箒⽊  ●  ○ 
03-空蝉    ○ 
04-⼣顔    ○ 
05-若紫     
06-末摘花     
07-紅葉賀 ● ● ● ● 
08-花宴     
09-葵     
10-賢⽊   ●  
11-花散⾥     
12-須磨     
13-明石     
14-澪標   ●  
15-蓬⽣*     
16-関屋     
17-絵合     
18-松風     
19-薄雲     
20-朝顔     
21-少⼥     
22-玉鬘     
23-初⾳     
24-胡蝶    ● 
25-蛍     
26-常夏    ● 
27-篝⽕  ●  ● 
28-野分    ● 
29-⾏幸     
30-藤袴     
31-真⽊柱     
32-梅枝    ● 
33-藤裏葉    ● 
34-若菜上*     
35-若菜下    ● 
36-柏⽊    ● 
37-横笛     
38-鈴⾍     
39-⼣霧     
40-御法     
41-幻     
42-匂兵部卿    ● 
43-紅梅     
44-竹河     
45-橋姫     
46-椎本    ● 
47-総角*     
48-早蕨     
49-宿⽊     
50-東屋    ● 
51-浮舟    ● 
52-蜻蛉     
53-⼿習     
54-夢浮橋     

◎字詰⾏詰が⼀致、◯共通の親本を持つ、●本⽂異同が少ない 



表
五　

本
文
表
記
が
類
似
し
て
い
る
紅
梅
本
と
熊
大
本
の
写
本
間
関
係
表
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表
五 

本
⽂
表
記
が
類
似
し
て
い
る
紅
梅
本
と
熊
⼤
本
の
写
本
間
関
係
表 

                      

                       

写本間関係 巻 写本群 
臨模   
字詰⾏詰が⼀致   
共通の親本を持つ 08 

11 
16 
23 
27 
35 
36 
37 
38 
42 
43 
51 

(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 

本⽂異同が少ない 01 
02 
03 
05 
15 
25 
27 
29 
30 
34 
35 
36 
42 
45 
48 
51 
54 

((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
((紅梅本,⽇⼤本),熊⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(保坂本,熊⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
(熊⼤本,紅梅本) 
((熊⼤本,紅梅本),⽇⼤本) 
(熊⼤本,紅梅本) 

 



図
二　

各
帖
ご
と
の
写
本
間
距
離
の
樹
形
図

第
一
帖
「
桐
壺
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
字
詰
や
行
詰
が
一
致
す
る
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
は
そ
れ
ら

の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
帖
「
箒
木
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
と
書
陵
部
本
は

そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 64 ―



第
三
帖
「
空
蝉
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
熊
大
本
は
そ
れ
ら
の
写

本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
帖
「
夕
顔
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

― 65 ―



第
五
帖
「
若
紫
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
六
帖
「
末
摘
花
」

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

池
田
本
と
日
大
本
、
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 66 ―



第
七
帖
「
紅
葉
賀
」

•	

日
大
本
と
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
、
保
坂
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
八
帖
「
花
宴
」

•	

保
坂
本
と
大
正
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

― 67 ―



第
九
帖
「
葵
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
十
帖
「
賢
木
」

•	

保
坂
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 68 ―



第
十
一
帖
「
花
散
里
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
十
二
帖
「
須
磨
」

•	

池
田
本
に
は
調
査
対
象
範
囲
の
本
文
に
脱
落
が
あ
る
。

― 69 ―



第
十
三
帖
「
明
石
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
四
帖
「
澪
標
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

保
坂
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 70 ―



第
十
五
帖
「
蓬
生
」

•	

保
坂
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
六
帖
「
関
屋
」

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

― 71 ―



第
十
七
帖
「
絵
合
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
十
八
帖
「
松
風
」

•	

紅
梅
本
と
大
島
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 72 ―



第
十
九
帖
「
薄
雲
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
二
十
帖
「
朝
顔
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 73 ―



第
二
十
一
帖
「
少
女
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
二
帖
「
玉
鬘
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

― 74 ―



第
二
十
三
帖
「
初
音
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
四
帖
「
胡
蝶
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 75 ―



第
二
十
五
帖
「
蛍
」

•	

熊
大
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
六
帖
「
常
夏
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 76 ―



第
二
十
七
帖
「
篝
火
」

・	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
書
陵
部
本
は
そ
れ
ら
の

写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
二
十
八
帖
「
野
分
」

・	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 77 ―



第
二
十
九
帖
「
行
幸
」

・	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

・	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
帖
「
藤
袴
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 78 ―



第
三
十
一
帖
「
真
木
柱
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
二
帖
「
梅
枝
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 79 ―



第
三
十
三
帖
「
藤
裏
葉
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
四
帖
「
若
菜
上
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

熊
大
本
は
中
院
文
庫
本
と
日
大
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 80 ―



第
三
十
五
帖
「
若
菜
下
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
、
大
島
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
六
帖
「
柏
木
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 81 ―



第
三
十
七
帖
「
横
笛
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

第
三
十
八
帖
「
鈴
虫
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。

― 82 ―



第
三
十
九
帖
「
夕
霧
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
帖
「
御
法
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 83 ―



第
四
十
一
帖
「
幻
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
四
十
二
帖
「
匂
宮
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 84 ―



第
四
十
三
帖
「
紅
梅
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
四
帖
「
竹
河
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
大
正
大
本
は
、
そ
れ

ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 85 ―



第
四
十
五
帖
「
橋
姫
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
六
帖
「
椎
本
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 86 ―



第
四
十
七
帖
「
総
角
」

•	

池
田
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

•	

大
島
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
四
十
八
帖
「
早
蕨
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 87 ―



第
四
十
九
帖
「
宿
木
」

•	

本
文
が
類
似
す
る
写
本
は
存
在
し
な
い
。

第
五
十
帖
「
東
屋
」

•	

紅
梅
本
と
日
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 88 ―



第
五
十
一
帖
「
浮
舟
」

•	

紅
梅
本
と
熊
大
本
は
共
通
の
親
本
を
持
つ
距
離
に
あ
る
。
中
院
文
庫
本
と
日
大
本

は
、
そ
れ
ら
の
写
本
と
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
五
十
二
帖
「
蜻
蛉
」

•	

大
島
本
と
書
陵
部
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

― 89 ―



第
五
十
三
帖
「
手
習
」

•	

書
陵
部
本
と
大
正
大
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。

第
五
十
四
帖
「
夢
浮
橋
」

•	

熊
大
本
と
紅
梅
本
は
本
文
異
同
が
少
な
い
距
離
に
あ
る
。
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